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◎司会      SAA=親 陸委員会 宮本  被     調 布、1由江、飛火野Ptの例会変更道■| キ`てt =ヽ十

◎点鐘             会 長 伊澤ケイ子   ● クラブげ)lPに載せる会員氏名をHPア ドレス相介を記

◎回―タリーソング 「それでこそロータリー」      人 いたた する用紙を配布しており=十:記 入げ)上事乾局

ツングリーダー 菊 池 敏    iて ご提出下さい!

◎お害椿紹介

いて京多序RC

同山高南RC

◎会務報告 会長 伊 澤ケイ子   ◎ 次年度会長報告 会長エレクト 伊 藤 英 也
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国際ロータリー"275 0地 て ,t京夕■グ,―ンロータリー クラブ

●1嘱13日与1同多嘩京グルーブ協議会 (会長幹事会)  ● 次年度は「友情そして交itの輪を深うノ、生を高す)にうJ

報告 をテーマといたしま■1

夢をかたち,こ

RIテーマ
    F人 の和・

水世ナ ‖市行様

i目京 裕二様

円Ⅲ lll■ !■ 十■|卜中古自著車をさろうとt うヽ計画

|=/A てヽ調査技言服 いたi とヽの要請か来ています

」F取)地区会員増強維持拡大委員長の清原様による珊 ぢ

とヽ■行われ 1 さ そつて 2,十 ツッテ、3,誘つて、

1)れた|)毎年 1名を」とお話しがtrりました

◆抑い1言之275,地区ガバナーから 2009年 !月 9日の

lHl bt」り期「までに他の推篤がなかったば)で 日 本橋

R!)片 含章雑君をガ′`十一ノミニー (2011ヽ 12

年度'六 十一)と して確定したとのサバす―ノミエー

pf定宣言がなきれ=し た=

t六―ミンウム」際大会参句回要請'ミ再度来ており主十

◎幹事報告           幹 事 小 日 良 生

・ 下 半瑚クラブ会資請求をいたとてお )三十lt l月

,1日 ■`期限 rttr,F主 るとくお納う下きる主られ取

t■ たヽし=―ト

」10F～い年・‐"六 十一ょり 変 更された収支計算卓

お ttド同江=:メール| 参`つており二十七 言ヤiW内7滸i

事荏局において占りますど)で、ど参県下さい

会長 伊 澤ケイ子   ◆ 回覧 !ガ六十一オマンスリーレター1月号

ハイライトよねやま10F号、ふくしだ上り

東京多摩プロバスニュース、 月刊多嘩テレヒ

=出 席をお願いし主十:

◎ご撲拶       東 京多摩 RC 水 野 晴行様

代京多摩庫一″サークラブ創立 40日 午記合式典及ひ

il賀ハーティーを4月 11日 (コ 場 所十よ二越 FIホに

て行います=革 船 ‖ま1万円といたしておりま十

'こ非是非ご参lD下さるよう才眼 いいたとま十

六ンフレットが出来わがりましたら会長 幹 事| 改`′,

てお伺t ■ヽるかと思いまギか Xろ しく,S願いし=J~

【委員会報告】

出席奨励委員会 J坂  ― 郎

35名

出席義講者女  34名 (出席完隊者 1名 ,

出席者教 常 SCi回 空 名 亭 SSS回 」0各

ケく席者士  Ⅲ    l!名    "  14名

(事前 1ヽビ2名 を含を)

出席手 与 S65回 6S STI 宇 S66珂 65 FlⅢ

l月 「日 言1正出席= 82 8 6Ⅲ Ⅲ

地区'(会にli〕09う名 1支ク′レーフ十■131名)| 参`加   ● ネ日ll会前に弔 1回被選理事会を行い=し た:

けに装|よ十 くてアロ小ラャツて良t そヽ うですt        i火 年度クラフ委員会渦柱を編成しましたt(〕1根掲救1
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ツサ会員増強推進計画の表彰を受|十うれそうて十      会 議Jを 行いま十:■ 年度役員 理 事及ひ各奏員長!)

◎出席報告

会員結軟

事務局 〒 抑中∞33多摩■緒合143京 エプラすホテル多摩散;]ケ 1(l o12 3'261備113、0423F26491 E ll il tanlarrCⅢ Cdhにはぃぃい
会長:伊浮ケイ子 幹 事i小田良生 クラブ会朝記螺宏員長:萩■田弦11 市」委!lk加|い吉■郎 '1会 拐 千 二ブラ1トホテル多ビ
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◎ニヨニコBOX

東京多摩RC 水 野 時行様

宮村 宏  会 員

多摩RC 40周年式典を行いま坑 どうぞ

お出掛下さV、

本日は各委員長さん新年の抱負、よろし

くお願いしま"、 水野様 勿 警ロータリ
ー40周 年おめでとうございま丸

昭和20年 は日本の再出発でし亀

判成20年 は米国と世界の再出発ですオ亀

パシヨンも再出発の年です よ ろしく

お願いしま|、

大松さん退院お目出とうございま抗

伊藤年度被選初理事会に遅れてしまいま

した ごめんc

手術で爾 長が明きました。これが本当の

明けましておめでとう。

勿客RCの水野実行委員長 よ うこそ

40周 年記念行事のヨ戎功を祈りまう毛

新しい年度の準備に入りましたc

皆さまのご協力ご指導をお願い致しまえ

お客様ようこそ 1

お久しぶりで先

大松さん、体内色付レンズの具合は

如何で均 、

大松さんお欠しぶりす兵

水野さんいらっしゃいませ、お久しぶり

で,、

会長のスピーチに。

先週の日曜日に100【 レースあり

3位に入賞しました

ピーチなどを予定しておりま抗

◎日―タリー研体委員会   委 員長 村 上  久

来る2月 4日、18時～、当ホテル瑞雲におきまして、入

会 5年末満会員豹 田こよりますロータリー研修会を行い、

ロータリー用語など基本的事柄に関する姻 負をしま→孔

◎駅A・親建香員会 委員長 宮 本  艦

上期の特別例会や移動例会として計画したものの内、せ

きど花火大会移動例会は雨で中止 障がい者テニススク
ールも雨でしたが ,こ ちらは強行実施 獅益 例会はご

婦人の参加も多く好評であつたかと  c今 年度はジョ

イント例会を試みておりますが。上期の出席率は80

3%と 昨年の78 7%よ り少し高率になっておりま抗

ただ、ニヨニヨが昨年同期比20■ミ と推移しておりま

iこ のままだと次年度のプロジェクト予算にも影響が

及びますので  後 期はニコニコに」冒のご協力をお願

いいたしたいところで
~丸

よろしくお願いしま丸

◎出席奨励委員会 委員長 海 野 崇 ―

出席委員会の報告の前にrP委員会からお知らせしま丸

先日の段階で、 99%相 当の属稿を協力会社に出稿しま

した.少 し遅れておりますが ,2月 中にはご覧いただ

ける状況となる予定で抗

さて、配付資料をご覧下さい。上半期の通算出席率は80

300でした 各月の推移を見ますとジョイント例会導入の

影響は特に見受けられないよう奇 毛 後期の推移を見守

りたいと思いまえ

上期 100%出 席者は足立(2008年 7月 2日～)、赤尾(1∞0

年9月 2日～)、大松 (21117年6月 20日～)、伊藤 (21X17

年 11月 12日～)、伊澤(2003年 11月 22日～)、加藤(21X8

年 4月 23日～)、菊池 (1991年4月 10日～)、宮村 (211116

年 3月 22日～)、村上 (1992年 11月 21日～)、小日(良`

elll18年8月 1日～)、杉日 Q008年 4月 2日～)、脇

(1990年 9月 5日 ～)と 、萩生日 (茂)(出 席免除)の

各会員の 13名で,L

◎広額委員会 委員長 岩 野 京 子

上半期は赤尾会員にダウンロー ドしていただきましたガ

バす―ズマンスリーレターを回覧させて頂きました

また、立川で行われました地区大会会場にポスターを掲

示して当クラブの活動を広報しました 後期、広報希望

の剰キがありましたらどしどしご提案下さし、 要望に応

えて参りたいと思いま丸

◎夢金活動委員会 委員長 杉 田  破

上半期におきまして米山、R財 団と皆様のご協力を頂い

ておりま弓孔 この上はベネファクターヘのご協力をお願

いいたしたいと思いま丸 (当クラブでは赤尾、遠藤、伊

藤、宮本、関岡、杉日、津守、海野、吉沢 各 会員)

さて、米山功方者の表彰状が届いておりますので表彰に

伊澤ケイ子

小日 良 生

足立潤三郎

大松 誠 二

遠藤 二 郎

伊藤 英也

齋藤 一 成

′1 彗ヽ〕京 1吾

く委員会報告>

◎プログラム奏員会

進行 幹事 刀ヽ日 良 生

委員長 遠 藤 二 郎

薄
術
誠
　
宏
難

郷
略
訴
　
酬
朋

日の合計¥20, 000(累 計¥464,405)

当初の目標として ・会員の融和と親広 力つ会員の資質

向上に資する卓話 ・RI強調月間の卓話 ・在籍会員以

外の職業分類にも知識を拡げる機会としての卓話 ・・を

行うとしてきました。今年度の試みとしてジョイント例

会が導入されておりますので、会員基盤強化、裁判員制

度、知的財産権、産業予防医去 青少年育成 ・ に つい

ての卓話を従来より時間を力寸すて充実して行えたのでは

ないかと思つておりまえ ジョイント例会は下半期にも

4回 有りますので、先ずは 2月 に交通災害防止への取り

組みに関する卓話、3月 は隅 刷痢働 策都市環境プロ

ジェクト、4月 以降には人権問題の研修と企業が果たす

役割という卓言こ それに、新会員のイニシエーションス



移らせていただきますc

◇米山功労者表彰  7だ 方■― 会 長 伊 澤ケイ手

マルチプル第3回  小 坂 一 部

マルチプル第2回  大 松 誠 二

下半期では、募全活動に対する理解をすすめるべく米山、

R財 団についての研修をロータリー研修委員会において

行つていただけるよう計画して参ります。

尚、赤尾会員のご夫人ご生前の折、米山、R財 団に対し

きわめて多額のご割寸をしていただいておりました。

このように会員のみならず会員家族の方などからのご寄

付もお受けさせていただけるしくみとなっておりますの

でこちらの方もご検討いただければ幸いで
ヤ
え

◎ロタキッド委員会 委員長 中 谷 独 子

ロタキンド合唱団の活動を報告いたしま丸

演奏活動の内、他の合唱団との共演として、9月 に新宿

文化センター大ホール、12月にアミューたちかわ大ホー

での 「アフガニスタンのコ共達に車いすを贈るベネフ

子 ットコンサー トJに 出演しました。単独では、7月 に

パルテノン多摩大ホールでの 「多摩市合唱祭J、12月 に

ヤまE例 の 鴨Msコ ンサート」を行って参りました。下半

期に入り3月29日には新宿文化センター大ホールにおき

まして「マタイ受難由(ドイツ調 Jに出演、4月 7日 (土)

には特養ホーム白楽荘 「慰間ヨンサー ト」を行う予定で
ヤ
キ その他 8月 の 「合唱合宿J9月 「栗ひろいハイキン

グ」年末には保護者主催で 「お楽しみ会J、奉先には 「お

花見J「筍はりJを実施 し、活動は活1野ヒしつつありま
‐
i

広報の一環としてホームページを立ち上げました。多摩

グリーンロタキンドで検索してみてくださし、 団員数は

中々増えないのが課題でi今 後ともご協力をお願いし

ま
‐
i

_津がし靖テニススクコ レ 宮村  宏

雨で大変でしたね  。 障がい者の参力‖ま23名でした。

今年は中学生に記含品を  と いうことでテニスボール

キーホルダーを用意したのですが、どうやら大好評だっ

たようでして 落 合中学の大勢の生徒さん意がカバンに

付けて歩いているようで,ュ 今後はもう少し広報に力を

tl■て参加者を増やす努力が必要かと思いま抗

◎富士見 RCと友好関係を築こう 委 員長 Jヽ国 良 生

昨秋、富士見RCを訪問することが出来ました.当 クラブ

の役員・理事を中心としたメンバーで素情らしい紅葉の

中、富士見クラブの例会に参加 して参りました。

今後、春になりましたら相互に連絡を取るなどして活動

を再開していきたいと考えておりまi

◎グァム地区大会 実行委員長 菊 池  敏

2月 18日からのグァム地区大会が迫って参りましたので

状況をお知らせしまう■確定参加者数は 14名で,■出発

当日は、夕撃センターカ桜 ヶ丘から成田までリムジンで

早朝に出掛けま丸 現地到着日は会長 幹事会とRI会長

代理歓迎晩餐会が催されま丸 当クラブでは伊澤会長、

赤尾会員が出席されま
‐
札地区大会は 19日に行われ私た

ちも参加しま
‐
i19日 夕はガバナーによる歓迎の宴があ

りいろいろなイベントも計画されているようで汽 翌20

日はフリータイムで現地観光を行い、21日夕亥‖こは帰国

の予定となっておりま丸 来週 28日例会前 5時半に担当

者の方から詳細説明がありますので参加者の方は早めに

集合していただくようお願いしま
‐
義

◎卓話 「インフルエン均 百沢 洋 景

インフルエンザのウィタレスは遺伝子の本体であるNA(リ

ホ
す
核醐 が内部に収められているウィルスで丸 人間に

関係するウィルスというのはそのうちの A型 、B型 、C

型というものが有りまi先 ず、A型   こ れは人間だ

けでなく烏、豚、動物、果ては鯨まで感染すると言われ

ていま坑 B型   人 間から人間に感染すると言われて

いま抗 C型   こ れも人間専属ですが毒性が薄いため

普通の風那と代わらなし嘘 状なので注目されていません。

従って臨床的にはA型 とB型 が問題視されまえ 特に問

題はA型 で,、 ウィルスにくっついているもので、ウィ

ルスの表面を形成しているm(ャ ク
｀
占争)と M(イ ラミニ

1北
｀
)という2種類の突起状たんばく質の構造によって

ウィルスの特徴が規定されていまi今 、出ているのは

殆どが Hlで このもとは香港風邪、スベイン風邪由来の

t)ので、香港A型 (香港風那の子孫)、ソ連A型 (スベイ

ンロ那の子孫)も Hlで え 東南アジアや中国で散見さ

れる鳥のインフルエンザが人間に感染したとい【丸 るも

のはH5に 入ります (15Nl)。 問題はこのH5が 突然変

異、あるVWまハイブリッド化して人間にも感染するよう

に変異することがおそれられているところにありま→、

インフルエンザヘの対処方法として予防注射が有ります.

過去4,5年の間に流行つたウィルスに対する抗体をつく

るためのものであって国家検定を受けたもので→、 今流

行っているインフルエンザに対しては極めて有効ですこ

(但し、いわゆる烏インフルエンザには全く効きません)

ワクチンそのもσメよ優秀ですが、むしろワクチンを接植

する人間の側に問題がある場合がありまi大 体75%

程度の確率で有効かと思いますが例えば、接種時期が遅

すぎたりすると効き目がありませんc接種後 2～4週間た

ってからようやく免疫が出てくるわけで丸

従つて予想される流行期のかなり以前に接種 しておく必

要がありまi次 に治療の話に移りまi予 防注射が効

けばいいのですが一定の害l合で効果が認められない場合

がありま丸 そんな時のためにというわけではないので

すがタミフルという治療菓がありまして、A型 、B型 には



即効的に「切れ味良く」効くといわれておりまi(一 部、

ソ連A型 には効かないといイ鶏 よじめてはいますが・・.)

治療薬としてはタミフルの他に,レ ンザという吸入の治

療薬や従来からのお実であるアマンタジンが有りま→■
一i史的に、クスリについて1珊 性菌に留意する老、要があ

りますが、タミフルは今のところ大文夫なようですが、

い→学■かの段階で全く効かなくなるということは考えら

れることです そんな際、複数のクスリを使い,】ナて治

療に当たります.(タ ミフル、 リ レンザは発症後48時間

以内に使わないと効かないといわれていま|■)さて、鳥

インフルエンサですが ■ 今までのウィルス株は ■1

またはH3であったかと思いま,が 、鳥インフルエンザは

H5で す (他に、自然界にはH9N2型 、H7弔型、H6打 即

など144種の組み合わt)

従つて、異なる複数のウィルスの新型への変異が警戒さ

れ、従来のクスリでは帥志できないのでは,と言うこと

なんでi烏 インフルエンザは東南アジア、中国に発症

したと診られていますが今のところ′ミンデミック状態で

は有りませんので  今 の内に準備しておくZ、要があ

る  と いう風に申し上げておきまi

◎点鐘 会長 伊 澤ケイ子

(今週の担当 海 野 集 ―)

御 00～ 2 0 ) 0年 度

ク ラ ブ 担 確 一 覧 豪
東 京 多 摩 グ リー ンロー タリー クラブ

" 0 0 0 1 2 1現 在
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新尿

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
菜
と
し
て
広
く
使
わ
れ
る

「タ
ミ
フ
ル
」
の
効
か
な
い
ウ
イ
ル
ス
が
今
冬

は
高
い
頻
度
で
検
出
さ
れ
た
。

医
療
現
場

の
混
乱
だ
け
で
な
く
、

と
現
が
心
配
さ
れ
る
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
デ
ヘ
の
対
策
に
影
害
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
り
、

専
門
家
の
間
で
賢
戒
が
高
ま

っ
て
い
る
も

「今
ま
で
の
常
戯
で
は
理
解
で

き
な
い
」
―
―
。

国
王
ほ
恐
工
研

究
所
の
国
代
真
人
部
長
は
ヨ
性
ウ

イ
ル
ス
の
急
増
に
危
機
感
を
要
ら

せ
る
。

今
冬
は

一
月
十
六
日
ま
で

の
果
計
で

「
Ａ
ソ
連
型

（
Ｈ
ｌ
Ｎ

ｌ
型
）
」
と
呼
ば
れ
る
ウ
イ
ル
ス

の
九
八
％
が
夕
ヽ
ヽ
フ
ル
所
と
。

昨

冬
は
二

・
六
％
だ

っ
た
。

今
の
と

こ
ろ
、

も
う

一
つ
の
栄
で
あ
る
「
リ

レ
ン
ザ
」
に
は
耐
性
は
見
つ
か

っ

て
い
な
い
。

Ａ
ソ
連
型
は
、

今
冬

の
流
行
ウ
イ
ル
ス
の
約
三
分
の

一

を
占
め
て
い
る
。

こ
の
耐
性
ウ
イ
ル
ス
は
昨
冬
に

ノ

ル

ウ

ェ
ー

で
最

初

に

見

つ
か

り
、

す

で

に
世

界
各
地

に
広

が

っ

て
い
る

。
通
常

の
四
百
億

の
量
を

投
与

し

な

い
と
効

果
が
期

待
で
き

な

い
ほ
ど
タ
ミ

フ
ル

ヘ
の
巣
剤

耐

性

が
強

い
。

ウ
イ
ル

ス
が
遺
伝

子

を
変

員
さ

せ
た
た
め

だ
。

ウ
ク
「
ル
ス
は
遺
伝

子
の
本

体

で

あ
る
Ｒ
Ｎ
Ａ

↑
■
ン
ｇ

求寓
中

Ａ
）
」
と
い
う

こ
臼
軍

の
突
起
状

た
ん
ぼ

く
質

が
並

ぷ
。

ウ
イ

ル
ス
は
人

間

の
の
ど
や
鼻

の
細
胞

に
Ｈ
Ａ
を

使

っ
て
取
り
付

き

、
内
部

に
侵
入

。
細
胞
内

で
自

分

の
遺
伝

子
を
相
観
一し
て
増
殖

す

る

と
、

も
う

一
つ
の
Ｎ
Ａ
を
使

っ

て
外

に
脱
出

し
別

の
細
伯

に
恵
染

と

広
げ
る

。
タ
ミ

フ
ル
は

こ
の
Ｎ

部

に

収

め

ら

れ
、

衰
面
に
「
ヘ

マ
ク
ル
チ
エ
ン

（Ｈ
Ａ
》
」
と

ダ  司

セ を
⌒ ミ
Nニ

Ａ
と
結
合
し
て
働
き
を
卸
え
、

ウ

イ
ル
ス
が
脱
出
で
き
な
く
し
て
培

協再温
sc■ ence

遺伝子空果の仕組み
0毎 年の小さな空異

過去の「新型J ttIRのメカニズム
1918年｀    A型 インフ,レエンサウイルス
スベイン風邪   (目 PA界に1“ こ類〕

B伝子の一部おそ少しすつ安実していく
殖
を
防

ぐ
。

と

こ
ろ

が
イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ

イ
ル

ス
は
遺
伝
子
を

複
製

し

て
増

殖
す
る
と
き
高

い
割

合

で

エ
ラ
ー

に
よ

る
舞
目
（を
起

こ
す
。

耐
性

ウ

イ
ル
ス
は
変
泉

に
よ

っ
て
、

Ｎ
Ａ

の
構
造

が
従
来

の
ウ

イ
ル
ス
と
は

少

し
だ
け
変

わ

っ
て
、

タ
ミ

フ
ル

が
Ｎ
Ａ
と
結

合
で
き

な
く
な
り
紫

の
効

果
が
な
く
な
る

。

実

は
、

タ
ミ

フ
ル

に
耐
性

を
持

っ
た
ウ
イ
ル

ス
は
以
前

か
ら
医
演

現
場

で
は
日
常
的
に
検
出
さ
れ
る

こ
と

が
知

ら
れ

て
い
た

。
た

だ
、

け
い
０
う
病
院
の
官
谷
憲
夫
　
小

児
科
部
長
は

「
人
か
ら
人
に
う
つ

る
こ
と
は
な
か

っ
た
」
と
説
明
す

る
。

タ
ミ
フ
ル
ヘ
の
耐
性
を
駿
得

し
て
も
感
染
力
が
弱
く
態
費
埜
広

が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
一？

と
こ
ろ
ダ

す
冬
は
夕
ヽ
ヽ
フ
ル
ヘ

の
耐
性
だ
け
で
な
く
、

強
い
恵
梁

力
も
獲
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ほ
か
の
遺
伝
子
も
変
異
し
た
た
め

と
み
ら
れ
る
が
、

ど
の
と
伝
子
が

ど
う
変
異
し
て
感
染
力
が
な
く
な

っ
た
の
か
分
か

っ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
変
員
は
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
人
に
応
染
し

や
す
く
な
っ
て
起
こ
る

「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
発
生
に
も
影

響
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
。

最
も
習
減
さ
れ
る
「
Ｈ
５
Ｎ

ｌ
型
」
の
場
合
、

ま
だ
人

へ
の
懸

鍵
力
は
査
く
な
い
。

人
よ
り
も
島

の
体
遠

（セ
民
約
四
十
三
度
）
で

増
殖
し
や
す
い
な
ど
の
理
由
が
指

摘
さ
れ
る
。

た
だ
ワ
イ
ル
ス
の
変

殿
が
続
け
ば
感
染
力
を
持

つ
恐
れ

が
あ
る
。

東
京
大
学
の
流
市
滉
吾
け
Ｚ
震
は

「
ど
の
よ
う
に
遺
伝
子
が
変
畏
す

る
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（世
界
的
大

流
行
〉
を
起
こ
す
よ
う
に
な
る
か

は
ま
だ
分
か
ら
な
い
」
と
説
明
す

る
。ウ

イ
ル
ス
指
郷
時
の
梅
製

エ
ラ

ー
に
よ
る
嘔
は
子
空
具
を

「
マ
イ

ナ
ー
チ
ェ
ン
シ

一ヽ
と
す
れ
ば
、

こ

れ
と
別
に
、

ウ
イ
ル
ス
は

一
フ
ル

モ
デ
ル
チ

ェ
ン
シ
」
と
も
呼
ぷ
べ

き
大
婦
慎
な
遺
伝
子
蛮
翼
を
す
る

こ
と
が
ネ
ス
一．
只
な
る
こ
縛
目
一の

ウ
イ
ル
ス
が
同
じ
細
相
に
同
時
感

染
し
、

細
胞
内
で
〓
い
の
遺
伝
子

を
変
換
し
あ

っ
て
混
合
ワ
イ
ル
ス

が
登
場
す
る
。

過
去
の
新
型
イ
ン
フ
ル
で
は
、

有
名
な
「ス
ベ
イ
ン
風
邪
」
の
場

合
は
馬

の
ウ
イ
ル
ス
が

マ
イ
ナ
ー

チ

ェ
ン
シ

で
人
に
悪
奥
し
や
す
く

な

っ
た
と
さ
れ
ス
常

こ
れ
に
対
し

て

「
ア
シ

ア
風
邪
」
と

「
活
潜
風

邪

」
で
は

、
人

の
間

で
流
行
し

て

い
た
ウ
イ
ル

ス
が
鳥
イ

ン
フ
ル

の

ウ
イ
ル

ス
と
混
じ
り
合

い
、

フ
ル

モ
デ
ル
チ

ェ
ン
ジ
し

て
誕
生
し

た

と
考

え
ら
れ

て
い
る
。

政
府
は

新

型
イ

ン
フ
ル
に
備

え

二
千
八
百
万
人
分

の
タ
ミ

フ
ル
を

備
督
し
て

い
る
。

し
か
し
、

流
，

中

の
耐
性

う
ク
ル
一ス
が
ヽ

の
ウ
イ

ル

ス
と
混
じ
り
合

っ
て
新
型
イ

ン

フ
ル
と
な

っ
た
場

Ａ
車
は
ど
う
な
る

の
か
。

あ
く
ま
で
可
能

性

の

一
つ

た
が
タ
ミ

フ
ル
耐
性

の
連
伝
子
を

引
き

継
ぎ

、
最
初

か
ら
タ
ミ

フ
ル

の
勃

か
な

い
新

型
ウ
，
・
ル

ス
と
し

て
出
現
す
一０
恐
れ
も
あ
る

の
だ

と

い
う
。

　
　
　

　
　

（本

日
予
久

）

莉
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体
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1977年 に再出規
し車在のAツ 理里
(H l l11)″ヽ

エ

ワ |ド

新

型

イ

ン

フ
ル

エ

ン
ザ

る
Ａ
型
ウ
イ
ル
ス
は
二
種
類

あ
り
、

「
Ａ
督
港
型
」
は
言

潜
嵐
邪
、

「
Ａ
ソ
連
聖
」
は

ス
ベ
イ
ン
風
邪
の
そ
れ
ぞ
れ

子
孫
に
当
た
る
。

鳥
イ
ン
フ
ル
の
ウ
イ
ル
ス

は

ヘ
マ
グ
ル
チ
エ
ン

（十
六

種
類
）
と
ノ
イ
ラ
ミ
ニ
ダ
ー

ゼ

（九
種
類
）
の
組
み
Ａ
口
わ

せ
で
自
家

界ヽ
に
百
四
十
四
種

類
が
存
を
す
る
。

摘
原
性
の

強
い
Ｈ
６
Ｎ
ｌ
聖
の
ほ
か
、

Ｈ
９
Ｎ
２
型
や
Ｈ
７
亜
型
、

Ｈ
６
亜
型
な
ど
の
榎
数
の
ウ

イ
ル
ス
が
、

新
型
へ
の
変
晃

が
特
に
言
城
さ
れ
る
。

人

に
感
染
す
る
イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
は

人
、

Ｂ
、

Ｃ
型

の
三

つ
。

こ
の
う

ち
、

鳥
が
体

内

に
保
有
し

て
い
た

Ａ
型
ウ
イ
ル

ス
が
遺
伝

子
空

実
し
て
人

に
懸
染
し
や
す
く

な
り

、
大
流
行

す
る

の
が
斬

〕

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
だ

ど

一

■

世

紀

は

ス

ベ

イ

ン
風

邪

全

九

一
八
年

）
、

ア
シ
ア

風
邪

（
一
九

五
七
年

）
、

督

港

風
邪

（
一
九

六
八
年

）
と

三
同
発
生

し
た
。

現
在

、
人

の
間
で
流

行
す

20世紀は3回 発生

イ
ン
フ
ル
修
″

道伝子の変異で

「新型」に継承も

2009年 (平成21年)■月 25日 (日昭 日)
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